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　「ため池百選」は、全国の農業用ため池の役割と保全の必要性を広く知ってもらおうと農林水産省が行った取り組みです。
　全国に２１万箇所あるため池の中から、６００ヶ所を超す応募があり、選定委員会やインターネット投票で選定されました。
　百選は、「景観が優れている」「歴史がある」「渡り鳥の飛来地となっている」「憩いの場として活用されている」などの基準で
選定されました。

広報

大正池が農林水産省の「ため池百選」に大正池が農林水産省の「ため池百選」に選選

定されました定されました。。
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２０１０年度（平成２２年度）の当初予算

予算総額５８億５１４３万５千円
一般会計３４億６８００万円　　　特別会計２３億８３４３万５千円
平成２２年度予算の概要

　平成２２年度の一般会計は、３４億６８００万円とな
り、前年度に比べて７２００万円、２．１％の増額とな
りました。
　また、特別会計は、国民健康保険・老人保健・介
護保険・後期高齢者医療・井手町水道事業・多賀地
区簡易水道事業・公共下水道事業・多賀財産区を
併せて２３億８３４３万５千円となり、前年度に比べて
３億３４００万９千円、１２．３％の減額となり、一般会
計と特別会計を合わせた総額は、５８億５１４３万５千
円の予算規模となり、前年度に比べて２億６２００万

９千円、４．３％の減額となります。
　中でも、多賀小学校のプール改築や子どもの読
書活動を推進するなど教育環境の充実、昨年度に
引続き、高齢者人間ドックの助成や妊婦健康診査
の助成回数の拡大、バリアフリー整備や新規事業
として高齢者住宅改修補助といった福祉の充実
を図っています。
　また、日常生活に身近な道路などの生活基盤の
整備などにも重点を置いた予算となっています。

平成２２年度主な事業（単位：千円）

総務費

第４次総合計画策定業務　 　６，４８０
ＬＥＤ照明整備 　２，５００
カジカガエル復元事業 ３４４
ＡＥＤ購入　 ５７７
防犯カメラ　 １，０００

民生費

いづみ保育園改修 １，１００
バリアフリー整備 　１１，１１０
高齢者住宅改修補助　 ３６０
敬老事業　 ６，３３７
子ども手当等　 １４７，６６２

衛生費

高齢者人間ドック助成　 ３０９
合併処理浄化槽設置事業補助　 １，２４２
源氏ボタル保護育成　 ３１６
予防接種事業　 １９，８８０
健康増進事業　 １１，１１４

農林水産業費

有害鳥獣駆除　 ３３８
生産調整推進対策種子助成　 ３００
農地・水・環境保全向上対策事業　 ６４０
豊かな緑と清流を守る森林整備事業　 ５００

商工費

商工会設立５０周年記念事業補助 １，０００
町商工会振興事業補助　 ７，５００
小企業特別融資保証料補給　 ２，５００
桜まつり　 ４，６８１
まちづくりセンター管理委託費　 １，４８５

土木費

町道１１－７号線道路改良　 ２１，５００
町道４４号線道路改良　 ２０，５００
町営住宅デジタルアンテナ設置　 ５，５００
町営住宅屋上防水工事 １０，８００
下排水路改修 ２８，３３０
玉川砂防公園 １９，９８７

消防費

消防車庫整備 ８，３５０
防災訓練　 １，０５０
消防委託料　 １４８，８７５
消火栓設置 ９００

教育費

多賀小学校プール改築　 ９６，８５０
子どもの読書活動推進事業 ２６８
国民文化祭実行委員会 　４，８５０
文化財発掘調査　 ３，４３４

歳出合計　３４億６８００万円
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回
）
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道
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▼
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▼
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介
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▼
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井
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区
特
別
会
計
予
算

井
手
町
職
員
人
事
異
動
に

つ
い
て

　
役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
付
け
で
職
員

の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職
　

◎
町
長
の
事
務
部
局

【
理
事
級
】理
事〈
同
和
人
権
担
当
〉

（
同
和
・
人
権
政
策
課
長
・
い
づ

み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・
い

づ
み
児
童
館
長
兼
務
）
西
島
楠
博

▽
理
事〈
事
業
担
当
〉（
建
設
課
長
）

３
月
定
例
町
議
会
の
結
果

　　
３
月
定
例
町
議
会
は
、
３
月
８

日
か
ら
　
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

２３

　
今
議
会
で
は
、
５
人
の
議
員
か

ら
計
　
件
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

１０

平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会
計
予

２２

算
な
ど
　
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

１９

い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結

果
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立

し
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
提
出
議
案
】

▼
井
手
町
多
賀
地
区
簡
易
水
道
事

業
減
債
基
金
条
例
制
定
の
件

▼
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行

為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の

件▼
井
手
町
立
保
育
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
の
件

▼
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
京
都
府
市
町
村

職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て▼
平
成
　
年
度
城
南
市
町
村
税
滞
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納
整
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組
合
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入
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す
る
件

▼
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政
圏
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協
議
会
の
廃
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つ
い
て
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平
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井
手
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一
般
会
計
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兼
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▽
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▽
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▽
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）
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▽
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（
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画
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）
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▽
上
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課
技
師
（
建
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課

技
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）
中
村
潤
吾

◎
教
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委
員
会
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事
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部
局

【
理
事
級
】
教
育
次
長
・
山
吹
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学
校
教

育
課
長
事
務
取
扱
（
理
事
〈
上
下
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道
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当
〉）木
田
修
司
▽
学
校
教

育
課
課
長
補
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（
図
書
館
係
長
）

小
谷
光
幸
▽
図
書
館
主
査
（
産
業

環
境
課
主
査
）
村
田
寛
一

◎
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

石
浦
喜
人
・
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
指
導

主
事
▽
楫
野
浩
一
・
企
画
財
政
課

主
事
補
▽
山
田
祐
史
・
税
務
課
主

事
補
▽
西
川
翔
・
住
民
福
祉
課
主

事
補
▽
虫
明
彩
子
・
保
健
医
療
課

主
事
補

◎
退
職
（
３
月
　
日
付
）

３１

西
田
長（
理
事〈
同
和
人
権
担
当
〉）

▽
村
田
名
良
夫
（
理
事
〈
事
業
担

当
〉）
▽
新
谷
と
も
子
（
保
健
医

療
課
課
長
補
佐
）▽
中
村
義
美（
産

業
環
境
課
課
長
補
佐
）
▽
林
田
正

（
住
民
福
祉
課
係
長
）▽
八
木
達
雄

（
同
和
・
人
権
政
策
課
主
査
）
▽

岡
田
善
行
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
指
導

主
事
）

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

　
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を
安
定
供
給
し
、

き
れ
い
な
河
川
や
自
然
を
守
る
た
め
、
上
下

水
道
は
大
変
重
要
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　
井
手
町
の
水
道
と
下
水
道
は
、
利
用
者
か

ら
の
料
金
な
ど
で
経
営
し
て
お
り
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
が
納
付
さ
れ
な
い
と
管

理
運
営
に
支
障
が
生
じ
ま
す
。

　
安
心
で
安
全
な
水
の
供
給
を
行
う
に
は
、

日
常
管
理
や
水
道
施
設
・
設
備
の
更
新
、
さ

ら
に
は
老
朽
管
の
取
替
え
な
ど
の
投
資
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
汚
水
を
処
理
す
る
処
理
場
の
運
転

や
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
経
費
が
、
下
水

道
事
業
に
は
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業

は
料
金
が
キ
チ
ン
と
納
入
さ
れ
て
こ
そ
健

全
な
経
営
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
料
金
の

滞
納
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
健
全
な
事
業

運
営
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
利
用
者
の
公
平
性
を
確
保

し
、
健
全
な
事
業
運
営
を
進
め
る
た
め
、
料

金
の
徴
収
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
納
付

要
請
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が
滞
る
場

合
に
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
滞
納
の
場
合
に
は
、
給
水

を
停
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
納
付
期
限
内
の
お
支
払
い
に
、
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
上
下
水
道
料
金
な
ど
で
不
明
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
上
下
水
道
課
（
℡
　
‐
６

８２

１
６
９
）
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



2010-4 広報いで ４

人
（
男
子
　
人
・
女
子
　
人
）、

２４

２０

多
賀
小
学
校
か
ら
　
人
（
男
子
　

２８

１５

人
・
女
子
　
人
）
の
卒
業
生
が
６

１３

年
間
の
思
い
を
胸
に
小
学
校
を
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
の
あ
と
、

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
卒
業
証
書
が
松
本

校
長
か
ら
ク
ラ
ス
の
代
表
者
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
本
校
長
は
式
辞
で
「
こ
れ
か

ら
、
つ
ら
い
時
や
苦
し
い
時
が
あ

る
と
思
う
が
、
希
望
の
実
現
に
向

か
っ
て
前
進
し
、
温
か
い
人
間
関

係
を
築
き
な
が
ら
、
人
生
を
明
る

く
困
難
な
こ
と
も
乗
り
越
え
て
い

っ
て
欲
し
い
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

引
き
続
き
在
校
生
代
表
と
先
生
方

に
よ
る
『
構
成
詩
』
が
巣
立
っ
て

い
く
卒
業
生
に
語
り
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
卒
業
生
代
表
が
３
年

間
の
中
学
校
生
活
の
思
い
出
を
語

り
、
力
強
く
巣
立
ち
の
決
意
を
述

べ
、
新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　
泉
ヶ
丘
中
学
校
（
松
本
秀
男
校

長
）
の
第
　
回
卒
業
証
書
授
与
式

６３

が
３
月
　
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、

１２

　
人
の
卒
業
生
（
男
子
　
人
・
女

７０

３４

子
　
人
）
が
、
中
学
校
生
活
３
年

３６
間
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
校
舎
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し

た
。
　
式
典
で
は
、
在
校
生
ら
の
大
き

な
拍
手
の
な
か
卒
業
生
が
入
場
。

いでのまちかいでのまちかどど

ウオッチング

　
人
が
泉
ヶ
丘
で
の
思
い
出
を
胸
に
巣
立
つ

４９第
　
回
泉
ヶ
丘
中
学
校

６３
卒
業
証
書
授
与
式

祝辞を述べる汐見町長 式辞を述べる松本校長

井
手
小
　
人
４４

多
賀
小
　
人
２８

卒
業

　
３
月
２
日
（
火
）、
井
手
小
学
校

で
人
権
の
花
を
育
て
て
く
れ
た
児

童
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」事
業
は
京
都
府
の
人

権
の
花
で
あ
る
「
水
仙
」
の
栽
培

を
通
じ
て
、
命
の
大
切
さ
や
他
人

へ
の
思
い
や
り
な
ど
を
養
う
た
め

に
法
務
省
が
毎
年
行
っ
て
い
る
事

業
。
　
井
手
小
学
校
で
は
昨
年
の
　
月
１０

か
ら
６
年
生
を
中
心
に
全
校
児
童

で
育
て
て
き
ま
し
た
。

人
権
の
花
運
動
に
感
謝
状

　
３
月
　
日
（
水
）、
玉
川
の
名
水

１７

を
守
る
会
（
福
田
宏
司
会
長
）
が

井
手
小
学
校
や
泉
ヶ
丘
中
学
校
の

子
ど
も
た
ち
と
玉
川
堤
に
１
６
０

株
の
山
吹
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
植
栽
は
、
玉
川
堤
の
山
吹
が
除

草
作
業
な
ど
で
誤
っ
て
刈
り
取
ら

れ
る
な
ど
、
数
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
会
が
美

し
い
水
風
景
を
残
し
て
い
こ
う
と

府
の
地
域
力
再
生
事
業
補
助
金
を

受
け
て
行
っ
た
事
業
で
、
こ
の
日

植
え
た
１
６
０
株
も
含
め
、
後

日
、
３
０
０
０
株
の
山
吹
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
６
月
に
玉
川
が
「
平

２０

成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
て
か

ら
、
名
水
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う

に
と
京
都
府
の
府
民
公
募
型
事
業

に
よ
る
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
工

事
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
今
年
に
入

っ
て
樹
木
医
に
よ
る
桜
並
木
の
診

断
の
う
え
、
枯
れ
枝
の
剪
定
を
行

う
な
ど
、
玉
川
の
周
辺
環
境
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
福
田
会
長
は
「
い
つ
ま
で
も
名

水
で
あ
る
た
め
に
玉
川
の
環
境
を

み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
植
え
た
山
吹
は
井

手
町
の
花
。
桜
と
と
も
に
大
事
に

育
て
て
い
き
た
い
。」と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

玉
川
堤
に
山
吹
を
植
栽
し

ま
し
た

　
３
月
　
日
（
金
）、
井
手
小
学
校

１９

と
多
賀
小
学
校
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
井
手
小
学
校
か
ら
　４４ 在校生に見送られる卒業生（多賀小） 卒業証書が手渡されました（井手小）

在校生に見送られる卒業生

山吹を植栽する井手小学校の児童
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３
月
　
日
（
火
）、
豊
か
な
緑
と

２３

　
３
月
　
日
（
日
）、
ま
ち
づ
く
り

２１

セ
ン
タ
ー
椿
坂
と
左
馬
ふ
れ
あ
い

公
園
で
井
手
町
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
主
催
す
る
「
左
馬
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
女
芸
上
達
の
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
て
い
る
「
駒
岩
の
左

馬
」
に
ち
な
ん
で
企
画
さ
れ
た
も

の
で
、
昨
年
度
ま
で
同
協
議
会
が

開
催
し
て
い
た
「
諸
兄
ま
つ
り
」

や
「
薬
膳
ま
つ
り
」
に
代
わ
る
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
。

　
当
日
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

や
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
左
馬
ふ
れ
あ
い
公
園
に
移
動

し
、
先
斗
町
の
舞
妓
さ
ん
に
よ
る

踊
り
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
参
加

者
た
ち
が
芸
事
上
達
の
願
い
を
記

し
た
竹
の
札
を
絵
馬
掛
け
に
奉
納

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
日
本
舞

踊
や
民
俗
芸
能
保
存
会
に
よ
る
お

か
げ
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

生
け
花
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
ま
た
、
会
場
に
は
、
井
手
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
橘
諸
兄
、
小
野
小

町
、
中
神
琴
渓
と
い
っ
た
人
物
の

扮
装
者
が
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
人
権
擁
護
委
員

と
町
職
員
が
小
学
校
へ
訪
れ
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
代
表
の
市
場
和

男
さ
ん
か
ら
「
こ
の
よ
う
な
立
派

な
花
を
さ
か
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
、
友
達
と
も
仲
良
く
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
生

徒
代
表
の
阿
辻
成
奈
さ
ん
か
ら
は

「
わ
た
し
が
花
か
ら
優
し
い
気
持

ち
を
も
ら
え
た
よ
う
に
、
あ
た
た

か
い
心
が
人
か
ら
人
へ
と
広
が
っ

て
い
く
井
手
小
学
校
に
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。」と
感
謝
状
の
贈
呈

に
対
す
る
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

清
流
を
守
る
協
議
会
の
中
坊
睦
会

長
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
正
池
環
境
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
古
川
平
二
理
事
長

が
汐
見
町
長
に
京
都
水
づ
く
り
賞

の
受
賞
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
水
づ
く
り
賞
は
府
内
で
水

に
関
し
て
優
れ
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
個
人
や
団
体
に
対
し
、
そ
の

功
績
を
た
た
え
京
都
府
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
京
都
府
下
で
　
団
体
が

１２

受
賞
し
た
う
ち
、
井
手
町
か
ら
２

団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
報
告
に
訪
れ
た
２
人
は
「
活
動

を
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が

た
い
。
受
賞
に
よ
っ
て
よ
り
い
っ

そ
う
の
刺
激
を
与
え
て
も
ら
っ

た
。
メ
ン
バ
ー
と
も
ど
も
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

祉
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
が
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、

社
会
福
祉
活
動
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
玉
泉
苑
で
は
、
紙
芝
居
や
子
育

て
用
品
の
バ
ザ
ー
、
歯
の
相
談
な

ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
午
後
か
ら

は
館
内
の
舞
台
を
使
っ
て
演
芸
会

が
行
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
や
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
垣
公
園
で
は
、
つ
き
た
て
の

お
餅
や
う
ど
ん
、
焼
き
そ
ば
、
和

菓
子
、
伊
根
町
か
ら
直
送
さ
れ
た

魚
の
干
物
な
ど
、
多
く
の
模
擬
店

が
出
店
し
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
井
手
町
い
づ
み
太
鼓
￢
左

馬
」
が
勇
壮
な
和
太
鼓
演
奏
を
披

露
し
、
ま
つ
り
に
華
を
添
え
ま
し

た
。
　

京
都
水
づ
く
り
賞
受
賞
を

汐
見
町
長
に
報
告

女
芸
上
達
の
神

「
左
馬
ま
つ
り
」

　
３
月
　
日
（
日
）、
老
人
福
祉
セ

２８

ン
タ
ー
玉
泉
苑
と
石
垣
公
園
で
第

　
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
が
開

１４催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
は
、
福

第
　
回
１４

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

受賞報告の様子

左馬ふれあい公園で踊りを披露する舞妓さん よもぎ餅つきの様子

感謝状が手渡されました

いづみ太鼓「左馬」の和太鼓演奏
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▲

　３月８日（月）、井手町老人クラブ連絡協議会（二木昭
男会長）の女性部（木田つや子部長）のメンバーらが手
がけた手縫いの雑巾が、町内の福祉施設などに届けられ
ました。
　雑巾くばりは、年度末の大掃除に役立ててもらおう
と、毎年行っている取り組みで今年は約８００枚を製作し、
木田部長と二木会長らが、高齢者総合センター「いでの
里」や、デイサービスセンター、玉川保育園など計７施
設に、プレゼントされました。

▲

　３月３日（水）、井手小学校で、１、２年生とひのき
学級の児童らによる餅つき大会が行われました。
　餅つきに使われたもち米は昨年６月からＩＤＥゆう
ゆうスポーツクラブの稲作体験で育てられたもので体
験には同校の児童らも参加していました。
　児童ら約９０人が、ゆうゆうスポーツクラブのスタッ
フらのサポートを受けながら、杵と石臼で餅をつきあ
げた後、きな粉餅にして、全校児童に届けられました。

▲

　３月１７日（水）、高月区内の畑で老人クラブ連絡協議
会（二木昭男会長）のメンバーら約３０人がじゃがいも
の種いもの植え付けを行いました。
　この日、植えられた種いもは全部で４０キロ。６月に
収穫して、弥勒会や町外の福祉施設にプレゼントされ
ます。
　二木会長は「高齢者生きがい対策の一環として毎年
行っている事業。新鮮なじゃがいもを届けるので大変
喜んでいただいています。」と述べられていました。
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▲

　３月１６日（火）、泉ヶ丘中学校の１年生が学校周辺の
美化活動を行いました。
　掃除には１年生２クラス６５人が参加し、２組に分かれ
て、いづみ保育園周辺から石垣商店街周辺、役場前から
玉水駅前、玉川堤防などをきれいにしてまわりました。

▲

　３月２６日（金）、老人クラブ連絡協議会（二木昭男会
長）のメンバーがチューリップのプランターを小・中学校
や共同作業所など町内施設３２箇所に配りました。
　高齢者生きがい活動の一環として、町内の施設にきれい
な花を届けようと老人クラブのメンバーが毎年育てている
もので、今年は合計１９０個のプランターを配りました。

▲

　ＪＲ山城多賀駅の自由通路に、南谷川桜を守る会 
（木田昭徳会長）が設置している傘の貸し出しが好調で
す。
　春・秋の行楽シーズンなど多くの観光客が訪れる山城
多賀駅ですが、周辺に雨やどりをする場所が少ないこ
とから、急な雨の時や傘を忘れた際に利用してもらえ
ればと、昨年の１０月から設置しているもので、３月ま
でに利用者は約４０人に達しました。
　木田会長は「傘を設置することでＪＲ奈良線の利用促
進につながれば。使用後は返却してもらうことになっ
ているが、無くなっても良いという気持ちで設置して
いる。傘がある限り続けて行きたい。」と述べられてい
ました。
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１． ご意見募集の趣旨

　　都市計画マスタープランとは、都市計画法第１８条の２に定められた「市町村の都市計画

　に関する基本的な方針」を言います。

　　「井手町都市計画マスタープラン」は、井手町の概ね１０年後の将来像の実現に向けた、　

　個々の都市計画の基本的な方針を明らかにするものです。

　　つきましては、計画（案）がまとまりましたので、パブリックコメントにより広く住民

　の皆さまにお知らせするとともに、計画に対するご意見を募集いたします。

２． 井手町都市計画マスタープラン（案）の閲覧場所

　　計画（案）は、井手町ホームページ（http://www.town.ide.kyoto.jp/）、井手町役場建設　

　課（３階）、山吹ふれあいセンター（図書館）、いづみ人権交流センターにて閲覧できま　

　す。

３． 意見等の募集対象者

　　井手町内在住又は在勤されている方

４． 意見等の募集締め切り日

　　平成２２年４月２０日（火）まで

５． 意見等の提出方法

　　所定の「意見提出用紙」に、住所・氏名・電話番号・ご意見等をご記入のうえ、次のい

　ずれかの方法によりご提出ください。（お電話でのご意見等は受付しませんのでご了承く

　ださい。）

　１）直接持参　　井手町役場　建設課（３階）

　　　　　　　　　　平日午前８時半～正午・午後１時～５時まで

　　　　　　　　　　（土曜日・日曜日・祝日は除く）

　２）郵　　送　　〒６１０－０３０２

　　　　　　　　　京都府綴喜郡井手町大字井手小字南玉水６７

　　　　　　　　　井手町役場　建設課　宛

　３）ＦＡＸ　　０７７４－８２－５０５５（代表）

　４）電子メール　　kensetu@town.ide.lg.jp

６． 意見に対する回答

　●ご提出いただきましたご意見等は、井手町都市計画マスタープランの取りまとめの参

　　とさせていただき、個人情報は本件以外の目的には使用しません。

　●ご提出いただきましたご意見等については、個別に回答せず公表いたします。

７． お問合せ先　

　　井手町役場　建設課　【電話：８２－６１６７】

井手町都市計画マスタープラン（案）に対する

パブリックコメントただいま募集中
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家
庭
生
ご
み
自
家
処
理
容

器
購
入
補
助
制
度
を
利
用

し
ま
せ
ん
か

　　
こ
の
制
度
は
、
一
般
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
堆
肥

化
す
る
た
め
の
容
器
（
コ
ン
ポ
ス

ト
）を
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
て

「
家
庭
生
ご
み
自
家
処
理
容
器
購

入
補
助
金
」
を
交
付
し
、
住
民
の

ご
み
の
再
利
用
意
識
の
高
揚
及

び
ご
み
の
減
量
化
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
額
は
、
容
器
の
購

入
費
の
二
分
の
一
で
四
千
円
を

限
度（
電
気
式
処
理
機
に
つ
い
て

は
二
万
円
を
限
度
）
と
し
ま
す
。

（
補
助
対
象
は
町
内
の
販
売
店
で

購
入
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。
）

　
家
庭
専
用
容
器
で
生
ご
み
に

Ｅ
Ｍ
菌
ぼ
か
し
を
ふ
り
か
け
て

使
用
す
る
と
田
畑
や
花
壇
な
ど

の
良
質
な
有
機
堆
肥
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
井
手
町
役
場
産
業
環
境
課

（
℡
　
‐
６
１
６
８
）
ま
で
お
問

８２

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
有
農
地
の
管
理
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　　
農
地
と
は
、
田
・
畑
（
普
通

畑
・
筍
畑
・
樹
園
地
・
茶
園
地
等
）・

採
草
牧
地
を
い
い
ま
す
。
耕
作
さ

れ
て
い
な
い
農
地
で
、
木
な
ど
が

生
え
て
し
ま
っ
て
か
な
り
手
を
入

れ
な
け
れ
ば
元
に
戻
ら
な
い
荒
れ

た
状
態
を
「
荒
廃
農
地
」、
少
し
手

を
加
え
れ
ば
耕
作
で
き
る
農
地
を

「
耕
作
放
棄
地
」と
い
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
農
地
は
有
害
鳥
獣
の
住

み
か
と
な
り
や
す
く
、
近
隣
農
地

等
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
所
有
者
は
責
任
を
持
っ

て
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　「
荒
廃
農
地
」「
耕
作
放
棄
地
」は

様
々
な
問
題
発
生
に
つ
な
が
り
ま

す
。

○
病
害
虫
の
発
生

○
有
害
鳥
獣
の
潜
入
・
繁
殖

○
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

○
道
・
水
路
の
機
能
低
下

○
景
観
の
悪
化

等　
な
お
、
自
己
管
理
が
で
き
な
い

場
合
は
、
農
業
委
員
会
（
℡
　
‐
８２

６
１
６
８
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

資　格試験期日受付期間募集
種目

２０歳以上２６歳未満の者
（２２歳未満の者は大卒（見込含））
大学院修士学位取得者（海上技
術幹部候補生志願者は、理工学
修士学位取得者に限る）及び自
衛官は２８歳未満

１次：５月１５日・１６日
（１６日は飛行要員のみ）
２次：６月１５日～１７日
（指定する１日）
３次：７月１４～８月５日
（飛行要員のみ、指定する日）４月１日～５月１０日

一
般
・
技
術幹

部
候
補
生 専門の大卒（見込含）２０歳以上

３０歳未満の者（薬剤は２０歳以
上２６歳未満の者（薬学修士学位
取得者は２８歳未満））

１次：５月１５日
２次：６月１５日～１７日
　　　のうち指定する１日

歯
科
・
薬
剤
科

１８歳以上２７歳未満の者
１次：５月２２日
２次：６月２３日～２８日
　　　のうち指定する１日

４月１日～５月１０日
　　　　　　　　　＊

一
般
曹
候
補
生

平成２２年度自衛官補募集案内

１　募集種目及び試験期日等

※詳細につきましては、次の受付及び問い合わせ先に確認してください。
２　受付及び問い合わせ先
（1）自衛隊京都地方協力本部　 京都市中京区御池通西洞院西入ル石橋町438‐1　 ℡  075‐211‐3471
(2)　宇治地域事務所　宇治市広野町西裏100-30　コメウビル２F　　　　　　　 ℡　44‐7139

（注）　＊　平成２３年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者の受付については、上表にかかわら
ず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
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土金木水火月日
1716151413124/11

さんさん会
（支援センター）

遊びの広場
育児相談と同時相談
（保健センター）

竹の子ひろば

24232221201918
さんさん会（ＯＰ）
リトミック
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

とことこ広場
こいのぼり作り
（支援センター）

竹の子ひろば
おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

5/1302928272625
ぴよぴよ広場
こいのぼり作り
（支援センター）

休日
よちよち広場
こいのぼり作り
（支援センター）

竹の子ひろば

8765432
さんさん会
（支援センター）休日休日休日

 子育てサークルの紹介活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　代表：乾（０９０－３８６６－２５８５）
竹の子ひろば：午前１０時半～正午【未就園児の子どもとその保護者】
　　代表：巽（８２－２４３６）
ベジッ子クラブ：午前9時半～正午【食育に興味のある方】
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
カモミール（キッズケア）不定期【未就園児の親子】
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）

★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象者　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

※どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

子育て支援センターからのお知らせ

４・５月の事業　時間：午前10時～正午

楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
の
受

講
者
募
集

　
４
月
か
ら
平
成
　
年
度
楽
笑
健

22

康
づ
く
り
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
！
　
健
康
的
な
生
活
習
慣
に
つ
い
て

学
び
、
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
運

動
す
る
教
室
で
す
。

　
や
せ
た
い
な
ぁ
と
思
い
な
が

ら
、
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
か
っ

た
方
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
方
、
こ
の
機

会
に
参
加
さ
れ
て
マ
イ
ナ
ス
３
㎏

の
減
量
を
目
標
に
、
一
年
間
一
緒

に
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
：
左
記
の
①
②
③
の
す
べ
て

に
該
当
さ
れ
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
年
齢
　
　
歳
以
上
　
歳
ま
で
の

４０

７４

方②
左
記
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
方

・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
　
以
上

２５

・
腹
囲
男
性
　
㎝
以
上
、
女
性
　

８５

９０

㎝
以
上

・
血
圧
が
ち
ょ
っ
と
高
め
の
方（
収

縮
期
血
圧
１
３
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上

１
６
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満
ま
た
は

拡
張
期
血
圧
　
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
　

８５

９０

ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満
）

・
中
性
脂
肪
１
５
０
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ

以
上

・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
１
２
０
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ
以

上・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
　
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ
未
満

４０

・
血
糖
…
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
５
．
５
％

以
上
ま
た
は
空
腹
時
血
糖
値
１
１

０
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ
以
上

③
昨
年
の
健
診
結
果
を
提
出
で
き

(
る
方
 国
保
特
定
健
康
診
査
を
お

受
け
に
な
ら
れ
た
方
は
、
町
で
健

診
結
果
の
把
握
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
提
出
は
不
要
で

す)

 
期
間
：
Ｈ
　
年
４
月
～
Ｈ
　
年
３

22

23

月
ま
で
の
１
年
間

内
容
：
運
動
実
践
指
導
者
に
よ
る

運
動
教
室
と
栄
養
士
に
よ
る
食
生

活
改
善
教
室
、
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
歯
の
教
室
※
運
動
教
室
は
月
１

回
、
食
生
活
改
善
は
年
３
回
、
歯

の
教
室
は
年
２
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
み
：
電
話
に
て
井
手
町
立
保

健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
５
）

８２

ま
で
。

☆
途
中
参
加
も
可
能
で
す
。
日
時

等
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
少
し
で

も
興
味
を
も
た
れ
た
方
は
お
気
軽

に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　0774－82－2232】

　　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

　　★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

　　★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）
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禍

花

稼

苛
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

　井手町人権問題啓発事業「記念公演会」では、沖
縄芸能を通じて人権と平和を訴えているグループ
「沖縄はいさい歌舞団」を招いて、「ひびけ、沖縄のこ
ころ　はいさい」-愛と平和と明るさに満ちた人間
讃歌-と題しコンサートを開催しました。
　交流センター内では、人権展をはじめ児童館・保
育園・小中学校・いづみまなび教室・住民の作品展
示、館外では関係団体によるうどん、お好み焼き、
フランクフルト、焼きトウモロコシなどそれぞれ趣
向をこらした模擬店が設けられ終日ぎわっていまし
た。

　第２４回井手町解放文化祭（同実行委員会主催＝中
村義孝実行委員長）が、３月１４日（日）にいづみ人
権交流センターを会場にして晴天の中、盛大に開催
されました。
　 解放セレモニーでは、中村実行委員長から「この
井手町解放文化祭を、あらゆる差別がなくなり、平
和で住みよい社会を築くための人権文化の創造の理
念を広めていく場にしていきたい」とあいさつ。つ
づいて、町を代表して汐見町長、また議会を代表し
て中坊議長、部落解放同盟京都府連の西島書記長よ
りそれぞれ来賓のあいさつがありました。また、文
化祭の成功を願って餅つきが行われ、つきたての餅
をきな粉餅にして会場にくばり雰囲気は大いに盛り
上がりました。
　舞台では、愛ｄｅバンドの演奏を最初に大正琴教
室の演奏に合わせていづみ保育園児が歌を披露、ま
た玉川・多賀保育園児による手話をつかった歌、マ
ンドリンとギターによる合奏、いづみ太鼓「左馬」
の和太鼓演奏、北区・南区老人クラブによるカラオ
ケなどが日頃の練習成果を発表されました。

見つめよう私たちの歴史　育てよう私たちの文化

第2４回井手町解放文化祭

　
井
手
ね
っ
と
！
で
は
、
新
規
参
加
者
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
井
手
町
在
住
・
出
身
の
方
、

ま
た
、
町
外
で
も
井
手
町
に
興
味
が
あ
る
方
は

大
歓
迎
で
す
。

　
井
手
ね
っ
と
！
（http://idenet.jp

                ）
で
自
分

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ブ
ロ
グ
）
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
ブ
ロ
グ
開
設
の
お
申
込
は
下
記
の
電
話
番
号

ま
で
。

※
ブ
ロ
グ
と
は
、
簡
単
な
方
法
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
が
で
き
る
「
日
記
」
風
の
サ
イ
ト
で

す
。
投
稿
し
た
記
事
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
書

き
込
め
る
の
で
、
参
加
者
同
士
で
交
流
も
で
き

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
ね
っ
と
！
運
営
委

員
会
事
務
局
（
井
手
町
企
画
財
政
課
内
　
℡
　
‐
８２

６
１
６
２
）
ま
で

「
井
手
ね
っ
と
！
ブ
ロ
グ
」

参
加
者
募
集
中

大勢の来場者で賑わう会場沖縄はいさい歌舞団の舞台

餅つきの様子
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‐
６
２
１
５
）

２４山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
℡
　
‐
５
７
４
５
　

６３

 Ｆ
Ａ
Ｘ
　
‐
６
４
１
６
）

６２

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

事
業
交
付
金
に
つ
い
て

募
集
期
間
／

【
第
１
回
】４
月
１
日（
木
）～
５
月
７
日（
金
）ま
で

【
第
２
回
】９
月
１
日（
水
）～
９
月
　
日（
木
）ま
で

３０

対
象
事
業
／
環
境
保
全
、
子
育
て
支
援
、
防
災
・

防
犯
な
ど
、
地
域
の
方
々
が
取
り
組
む
地
域
づ
く

り
の
基
盤
と
な
る
活
動

交
付
率
・
交
付
上
限
額
／
対
象
事
業
費
の
３
分
の

１
以
内
（
１
０
０
万
円
以
内
）

※
京
都
市
域
外
の
活
動
に
は
、
市
町
村
振
興
協
会

か
ら
も
同
様
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

活
動
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
交
付
率
・
交
付
上
限
額

の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
住
宅
改
修
助
成
事
業
の
創

設
に
つ
い
て

　
井
手
町
内
に
居
住
し
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
　
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
要
介
護
状
態
に

６５

な
る
お
そ
れ
が
高
い
特
定
高
齢
者
が
、
日
常
生
活

で
の
転
倒
事
故
防
止
な
ど
の
た
め
、
自
己
の
居
住

用
に
供
す
る
住
宅
に
手
す
り
の
設
置
や
段
差
の
解

消
工
事
な
ど
の
住
宅
改
修
を
行
う
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　
こ
の
助
成
事
業
つ
い
て
は
、
事
前
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
６
９
０
）
に
お
問
い

８２

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

「
手
話
教
室
・
入
門
」
受
講
案
内

楽
し
く
一
緒
に
手
話
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

は
じ
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
が
、
簡
単
な
手
話
で
挨

拶
、
自
己
紹
介
が
で
き
る
程
度
の
会
話
の
習
得
を

目
指
し
ま
す
。

期
間
／
５
月
　
日
～
９
月
　
日
（
全
　
回
）
毎
週

１１

１４

１８

火
曜
日
　
午
前
　
時
～
正
午
（
但
し
、
８
月
　
日

１０

１０

は
休
み
）

定
員
／
　
名
３２

会
場
／
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
資
格
／
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方（
　
歳
以
上
）

１８

費
用
／
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
，
２
０
０

円
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
①
京
田
辺
市
入
門
②

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所
④
年
齢
⑤
連
絡
先(

 

)

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 ⑥
町
内
に
通
勤
し
て
い
る
場
合

は
、
勤
務
地
を
記
入
し
、
郵
送

申
し
込
み
締
切
り
／
４
月
　
日
（
金
）【
必
着
】

２３

申
込
み
・
問
い
合
せ
先
／
京
田
辺
市
「
手
話
教
室
・

入
門
」
事
務
局

山
城
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
ん
さ
ん
山
城
」

内〒
６
１
０
‐
０
３
３
２
　
京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰

　
番
地

１８℡
　
‐
７
１
１
３
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
‐
４
１
０
２

３９

６５

「
第
　
回
京
都
府
女
性
の
船
」参
加

30

者
募
集
に
つ
い
て

　
京
都
府
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
っ
て
豊
か

な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
府
内
在
住
の

女
性
た
ち
が
諸
問
題
に
つ
い
て
学
習
・
交
流
を
深

め
る
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
地
域
で
多
彩

な
活
動
を
推
進
す
る
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
支
援

す
る
「
京
都
府
女
性
の
船
」
事
業
を
実
施
し
て
お

４
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
の
第
１
期
納
期
限
で
す

り
ま
す
。
井
手
町
で
は
修
了
生
が
、「
井
手
町
女
性

の
船
」
と
し
て
地
域
社
会
等
で
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

訪
問
地
／
北
海
道

実
施
期
間
／
６
月
　
日
（
金
）
～
６
月
　
日
（
月
）

１１

１４

（
３
泊
４
日
）

参
加
費
／
４
０
，
０
０
０
円
程
度

申
込
期
間
／
３
月
　
日
（
水
）
～
４
月
　
日
（
金
）

２４

１６

＊
詳
し
く
は
、
井
手
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
℡
　
‐
５
７
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

８２
い
。京

都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

か
ら
の
お
知
ら
せ

母
子
家
庭
奨
学
金
申
請
受
付

平
成
　
年
度
受
給
さ
れ
る
方
は
、
５
月
末
ま
で
に

２２

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

年
度
途
中
の
申
請
は
減
額
支
給
に
な
り
ま
す
。

（
対
象
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
毎
年
度
申

請
が
必
要
で
す
。
他
の
制
度
と
併
せ
て
支
給
の
方

は
、
支
給
額
が
制
限
さ
れ
ま
す
。）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴

(

喜
分
室
 ℡
　

)

‐
５
７
４
７
 ま
で

６３

肝
炎
治
療
助
成
制
度
が
拡
充
さ
れ

ま
す

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
患
者
負
担
額
を
１
万
円
ま
た
は
２
万
円
に
軽
減

（
市
町
民
税
額
に
よ
り
異
な
る
）

②
Ｂ
型
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
を
助
成

対
象
に
追
加

③
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
費
助
成
の
２
回
目
の

利
用
を
認
め
る
（
一
定
条
件
あ
り
）

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
山
城
北
保
健
所
（
℡
　
‐
２
９
１
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

２１

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
５
月
２
日
（
日
）
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
５
月
１
日
（
土
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡

　
‐
３
０
０
０
）

８２
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
か

　
戸
建
て
住
宅
・
店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
寝
室
・
階
段
・
台
所
な
ど
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
や
消
防
団
が
販
売
を
し
た
り
、
特
定
の
業

者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
／
京
田
辺
市
消
防
本
部
予
防
課（
℡
　
‐
６３

７
８
２
６
）

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）

８２



2010-4広報いで１１１３

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）

２３

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　
‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
お
花
見
＆
鉄
板

焼
）】

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
半
～

２１

１１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
５
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

子

育

て

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
・
　
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

１４

２８

場
所
／
い
ず
れ
も
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
４
月
　
日
・
５
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時

１７

半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
・
５
月
８
日
（
土
）
い
ず
れ
も
、

２４

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２２

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２３

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２３

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）　
日
（
木
）
午
後
１
時

１３

２２

半
～
３
時

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

４
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

玉
泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し
て
い

ま
す
。（
祝
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
変
更
と
な
り
ま

す
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

２７

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
４
月
　
日
・
　
日
（
火
）
午
前
　
時
半
～

１３

２７

１０

午
後
２
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）

１４

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）

１２

対
象
／
Ｈ
　
・
９
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
　
・
　
生
ま
れ

１９

１９

１２

３１

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
５
月
　
日
（
月
）

１０

対
象
／
Ｈ
　
・
９
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
　
・
　
生
ま
れ

２０

２０

１０

３１

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）

２０

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時
　
分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１９

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２６

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談
は
第
１
月
曜
日
は

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL ０７７４-６３-２６６２
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煙
一
般
書

「
鹿
王
丸
、
翔
ぶ
」 

岩
井
三
四
二

「
お
と
う
さ
ん
は
、
大
丈
夫
？
」 

 

佐
川
光
晴

「
高
く
手
を
振
る
日
」 

黒
井
千
次

「
遍
路
み
ち
」 

津
村
節
子

「
マ
ド
ン
ナ
・
ヴ
ェ
ル
デ
」 

海
堂
尊

「
光
媒
の
花
」 

道
尾
秀
介

「
オ
ー
！
フ
ァ
ー
ザ
ー
」 
伊
坂
幸
太
郎

煙
児
童
書

「
ど
こ
ま
で
も
」

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
４
月
・
５
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テ
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謎
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近
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史
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か
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と
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ま
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の
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》

４
月
　
日
（
土
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５
月
８
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土
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》
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日
（
土
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い
ず
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も
午
後
２
時
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ら

《
春
の
お
話
し
会
》

４
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日
（
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）
午
後
２
時
か
ら
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《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
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》

５
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日
（
土
）
～
　
日
（
金
）
ま
で
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２８

身をつくし
田牧大和
元南町奉行所内与力筆頭・杜
清四郎は、今は「よろず相談
所」を開いていた。次々と舞
い込む事件を解くうちに明ら
かになる過去が、彼の秘密と
苦悩を浮き彫りにしていく…。
インターネット掲載作品に加
筆修正して単行本化。

失恋延長戦
山本幸久
１６歳で、あの人に片思い。１７
歳で、あの人に激怒されて落
ち込む。１８歳で、あの人を可
愛いお嬢様に奪われる－。真
弓子さんの、苦しくてちょっ
とはずかしい、不器用で切な
い日々を描く青春ラブストー
リー。

ピンクのチビチョーク
新藤悦子
ユウちゃんの大好きなチーば
あばが、少しずついろんなこ
とを忘れてしまう病気になっ
てしまった。不安になったユ
ウちゃんが、チーばあばの宝
物の「チビチョーク」を取り
出して、教えてもらった秘密
の歌を歌うと…。

にこちゃんのママのて
あきやまただし
子犬のにこちゃんは、すごー
くさみしがりやで、とーって
もこわがり。でも、“ママのて
 ”があれば、つよーいにこち
ゃんにへーんしん！　あった
かーい、ハッピーユーモア絵
本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
付
加
年
金
っ
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何
で
す
か
。
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万
２
，
１
０
０
円
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が
（
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間
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老

40

後
に
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
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よ
り
高
い
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
付
加
年
金
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あ
り
ま
す
。
こ
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は
、
毎
月
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民
年
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保
険
料
に

付
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保
険
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上
乗
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納
め
る
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と
で
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せ
の
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受
け
る
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き
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。
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民
年
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入
被
保

険
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。
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１
ヶ
月
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０
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×
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２
０
０
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ま
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取
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。



2010-4広報いで１１１５

ごみ収集日程表（4月11日～5月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐６１６８）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

水曜日
４月２０日

５月４日
５月６日４月２９日４月１５日４月２２日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
４月１３日

４月２７日
５月７日４月２９日４月１６日４月２３日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
４月１４日

４月２８日
５月６日４月２２日４月１５日４月２９日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
４月２１日

５月５日
５月６日４月２２日４月１５日４月２９日火・金曜日多 賀 全 区

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨４月２１日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩４月２２日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪４月２３日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫４月２６日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬４月２７日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭４月２８日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮４月２９日

（ビン）
◆対象となるもの　　　洋酒、ジュース、ドリンク、調味料などの空きビン
◆出し方　　　　　　　キャップを必ずはずし、簡単な水洗いを行った後、中身の見える袋に入れる。キャッ
　　　　　　　　　　　プは「その他」ごみの日に出してください。業者に引き取ってもらえるビンは出さな
　　　　　　　　　　　いでください。
◆出せないビン　　　　乳白色のビン、コップ、ガラス、電球、蛍光灯など。これらのものは「その他」ごみ
　　　　　　　　　　　の日に出してください。



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
京都府知事選挙・井手町議会議員一般選挙投票日（午前７時～午後８
時、各投票所）日4/11
２歳半歯科健診（午後１時～１時半、保健センター）月12
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）

火13

育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）

水14

木15
金16

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）土17

日18
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、賀泉苑）月19
ポリオ（午後２時～２時４５分、保健センター）火20
生き生きふれあいサロン【お花見＆鉄板焼】（午前１１時半～、玉泉苑）水21
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）木22
大正琴（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金23

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）土24
春のおはなし会（午後２時～、山吹ふれあいセンター図書館）日25
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）月26
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、
いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）

火27

和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）水28
木29
金30

無火災デー防火パレード
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土5/1
町民フットサル大会（午前８時半～、山城勤労者福祉会館）日2

月3
火4
水5

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～、玉泉苑）木6
金7

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土8

日9
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、玉泉苑）
１歳半検診（午後１時～１時半、保健センター）月10

妻夫住所

伊 庭 裕 子白 川　 誠井手

杉 本 幸 代平 木 克 典多賀

奥 村 朱 梨森 島 宏 幸井手

奥 田 賀 美今 西 潤 吾井手

届出人赤ちゃん住所

正 晃 樹  朱 
じゅ あ

西 島井手

美 香 朔 
さく

水 野井手

一 也 梨  華 
り か

西 田井手

晃 宗 礼  名 
れい な

平 原井手

出張徴収【多賀】

出張徴収【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（4月11日～5月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

お詫びと訂正
　広報いで３月号１６面に掲載の〈出産〉
に一部誤りがありました。お詫び申し上
げますとともに、次のように訂正させてい
ただきます。

届出人赤ちゃん住所

整 紬 
つむぎ

藤 井井手

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）


